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予算特別委員会

●ウェブ版みやぎ県議会だより

県議会をより身近に感じ

ていただけるよう、写真を

多く取り入れております。

又又又又又又又又又又又又又又又又又又

●県議会ホームページのご案内

定例会の日程や会議録等

をご覧いただけます。

又又又又又又又又又又又又又又又又又又

●議会中継のご案内

インターネットで議会中

継や録画映像をご覧いただ

けます。
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県議会からのお知らせ
●第400回宮城県議会記念式典

令和８年６月定例会は昭和 年５

月の第１回県議会から数えて400回

目となるため、記念式典を行います。

傍聴は午後２時から受け付けます。

・開催日時／定例会開会予定日

６月 日（水）

午後３時～

・場 所／県議会 議場

・内 容／議場コンサート

出演 聖ウルスラ学院

英智高等学校吹奏楽部

記念講演

講師 株 全力優

代表取締役 菅野永 氏

・入 場 料／無料（申込不要）

●傍聴のご案内

本会議又は各委員会の傍聴につい

て傍聴を希望される方は、本会議又

は各委員会開会時刻の 分前から受

付を行いますので、議会庁舎１階へ

お越しください。

詳細については、0222113571（総

務課）までお問い合せください。

議長記者会見
２月定例会閉会日の３月 日、佐

々木幸士議長が記者会見を行った。

２月定例会を振り返り、「人口減

少対策や東日本大震災の記憶風化を

防ぐための伝承支援といった災害・

防災・復興関

係について議

論が交わされ

た」と総括。

「可決された

予算が適正か

つ、きめ細か

く現場に届

き、県民の皆

さまが暮らし

の中で真に豊かさを実感できる『確

かな成果』につながるよう、期待を

持って注視していく」と述べた。

また、３月４日に「宮城県議会

議員定数・選挙区等検討委員会」が

設置されたことに触れ、「国勢調査

の速報値などを踏まえ、議員定数や

選挙区について協議・検討を行って

いく」と話した。

佐々木幸士議長

常任委員会

○環境福祉委員会

宮城県立劇場条例、各種使用料及

び手数料並びに各種利用料金の基準

額等の改定等に関する条例（関係

分）、手数料条例の一部を改正する

条例（関係分 みやぎ食の安全安心

推進条例の一部を改正する条例、食

品衛生法施行条例の一部を改正する

条例、化製場等に関する法律施行条

例の一部を改正する条例など 議案

○経済商工観光委員会

各種使用料及び手数料並びに各種

利用料金の基準額等の改定等に関す

る条例（関係分）、手数料条例の一

部を改正する条例（関係分）、緊急

雇用創出事業臨時特例基金条例の一

部を改正する条例など８議案

○建設企業委員会

各種使用料及び手数料並びに各種

利用料金の基準額等の改定等に関す

る条例（関係分）、手数料条例の一

部を改正する条例（関係分）、道路

占用料等条例の一部を改正する条

例、宮城県建築審査会条例の一部を

改正する条例、工事請負変更契約の

締結について（川内沢ダム本体築造

工事）など 議案

○農林水産委員会

各種使用料及び手数料並びに各種

利用料金の基準額等の改定等に関す

る条例（関係分）、手数料条例の一

部を改正する条例（関係分）、おお

むね 年を期間とする食、農業及び

農村の振興に関する基本的な計画の

変更について、水産業の振興に関す

る基本的な計画の変更についてなど

６議案

○文教警察委員会

各種使用料及び手数料並びに各種

利用料金の基準額等の改定等に関す

る条例（関係分）、学校職員の勤務

時間、休暇等に関する条例の一部を

改正する条例、県立学校条例の一部

を改正する条例、美術館条例の一部

を改正する条例、歴史博物館条例の

一部を改正する条例、高等学校等教

育改革推進基金条例など 議案

３月５日及び６日に、総括質疑を

行い、その後、各分科会での審査を

経て、物価高騰への対応及び野生鳥

獣被害への対応に要する経費などを

計上した令和７年度補正予算を可決

した。

また、女性や若者の定住促進をは

じめとする人口減少対策を最重点施

策とする、５つの「政策推進の基本

方向」に基づき編成された令和８年

度当初予算を可決した。

質疑者 中島源陽、熊谷一平、

杉原崇、八島利美、菊地忠久、さと

う道昭（自民）、荒川洋平、枡和也

（県民の声）、金田もとる（共産）、

伊藤和博（公明）、渡辺忠悦（立無

ク）、吉川寛康（ 世紀ク）、小野

寺健（維新）

○総務企画委員会

地域未来基金条例、職員定数条例

の一部を改正する条例、会計年度任

用職員の給与及び費用弁償に関する

条例の一部を改正する条例、県議会

等に出頭した関係人等に対する実費

弁償に関する条例の一部を改正する

条例、職員の育児休業等に関する条

例の一部を改正する条例など 議案
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質
問
者
と
主
な
質
問
項
目

○
代
表
質
問
（
３
人
）

▽
横
山
隆
光
（
自
民
）
防
災
庁

・
防
災
大
学
校
の
誘
致
に
つ
い

て
、
フ
ッ
化
物
洗
口
の
普
及
促
進

に
つ
い
て

他
▽
佐
藤
仁
一
（
県

民
の
声
）
地
方
自
治
の
深
化
と
観

光
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
次
世
代
産

業
と
物
流
イ
ン
フ
ラ
の
強
化

他

▽
ふ
な
や
ま
由
美
（
共
産
）
県
民

の
命
を
守
る
地
域
医
療
と
病
院
再

編
問
題
、
東
日
本
大
震
災

年
の

本
県
の
課
題

他

○
一
般
質
問
（

人
）

▽
石
川
光
次
郎
（
自
民
）
仙
台

塩
釜
港
に
つ
い
て
、
地
域
経
済
の

再
生
に
つ
い
て
▽
か
っ
ち
恵
（
立

無
ク
）
仙
台
医
療
圏
の
病
院
再
編

計
画
に
つ
い
て
、
女
川
原
発
広
域

避
難
計
画
に
つ
い
て
▽
伏
谷
修
一

（
自
民
）
県
内
港
湾
の
脱
炭
素
化

等
の
取
組
に
つ
い
て
、
宮
城
の
観

光
と
宿
泊
税
活
用
に
つ
い
て
▽
高

橋
克
也
（
自
民
）
宮
城
県
の
安
全

・
安
心
な
子
育
て
環
境
、
宮
城
県

と
仙
台
市
の
連
携
強
化

他

▽
遠
藤
伸
幸
（
公
明
）
が
ん
対

策
の
推
進
に
つ
い
て
、
東
日
本
大

震
災
の
伝
承
に
つ
い
て

他
▽
松

本
由
男
（
自
民
）
制
度
疲
労
時
代

の
地
方
自
治
の
限
界
と
対
応
、
予

算
配
分
の
大
転
換
と
政
治
判
断

他
▽
小
野
寺
健
（
維
新
）
民
の
か

ま
ど
に
煙
が
立
つ
の
精
神
を
県
政

に
、
金
利
の
あ
る
時
代
、
財
政
運

営
へ
の
影
響

他
▽
村
岡
た
か
こ

（
自
民
）
宮
城
県
内
消
防
団
員
へ

の
活
動
支
援
に
つ
い
て
、
地
域
福

祉
の
充
実
に
つ
い
て

他

▽
わ
た
な
べ
拓
（
自
民
）
２
病

院
統
合
に
つ
い
て
、
県
市
連
携
に

つ
い
て

他
▽
三
浦
な
な
み
（
県

民
の
声
）
多
様
な
学
び
を
保
障
す

る
教
育
行
政
の
在
り
方
、
運
転
寿

命
延
伸
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て

他
▽
高
橋
啓
（
自
民
）
村
井
県

政
の
推
進
に
つ
い
て
、
み
や
ぎ
の

教
育
環
境
の
向
上
に
つ
い
て

他

▽
藤
原
益
栄
（
共
産
）
み
や
ぎ
型

管
理
運
営
方
式
に
つ
い
て
、
Ｊ
Ｒ

仙
石
線
ワ
ン
マ
ン
カ
ー
化
に
つ
い

て

他
▽
村
上
智
行
（
自
民
）
財
政
基

盤
の
確
立
と
自
立
に
向
け
た
出
口

戦
略
、
偽
・
誤
情
報
対
策
と
選
挙

の
公
正
確
保
等

他
▽
大
池
康
一

（
公
明
）
教
育
施
策
に
つ
い
て
、

子
育
て
・
福
祉
施
策
に
つ
い
て

他
▽
藤
倉
知
格
（
自
民
）
森
林
生

態
系
の
回
復
と
ク
マ
対
策
に
つ
い

て
、
ロ
ー
コ
ス
ト
ア
リ
ー
ナ
構
想

に
つ
い
て
▽
平
岡
静
香
（
県
民
の

声
）
東
日
本
大
震
災
の
記
憶
・
教

訓
と
伝
承
、
子
ど
も
も
大
人
も
安

心
で
き
る
学
校

他
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人
口
流
出
に
歯
止
め
を

県

全
庁
挙
げ
て
施
策
検
討

震災15年

県

震
災
伝
承
や
心
の
ケ
ア
継
続

産
業
振
興
新
事
業
に
期
待

観
光
分
野
で
も
多
彩
な
提
案

第
３
９
９
回
宮
城
県
議
会
（
２
月
定
例
会
）
は
２
月

日
〜
３
月

日
の

日
間
の
日
程
で
開
か
れ
た
。
総
額
１
兆
９
５
９

億
円
の
２
０
２
６
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
な
ど

議
案
を
可
決
・
承
認
・
同
意
し
た
ほ
か
、
議
員
提
出
の
３
議
案
、
意
見
書

７
件
、
決
議
１
件
を
可
決
し
た
。
代
表
・
一
般
質
問
で
は
、
東
日
本
大
震
災
発
生
か
ら

年
と
な
る
こ
と
か
ら
、
さ
ら
な
る
防

災
対
策
の
強
化
を
求
め
る
声
が
多
く
あ
っ
た
ほ
か
、
人
口
流
出
対
策
な
ど
に
つ
い
て
議
論
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

東
日
本
大
震
災
か
ら

年
を

迎
え
、
防
災
対
策
の
さ
ら
な
る

拡
充
に
つ
い
て
の
質
問
や
提
言

が
相
次
い
だ
。

震
災
の
記
憶
と
教
訓
の
伝
承

に
つ
い
て
「
民
間
伝
承
団
体
へ

の
支
援
継
続
と
、
ふ
る
さ
と
納

税
の
活
用
に
よ
る
さ
ら
な
る
支

援
拡
充
を
考
え
て
は
ど
う
か
」

と
議
員
か
ら
提
案
が
あ
り
、
復

興
・
危
機
管
理
部
長
は
「
こ
れ

ま
で
『
み
や
ぎ
震
災
伝
承
連
携

推
進
事
業
補
助
金
』
な
ど
に
よ

る
活
動
支
援
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
２
０
２
６
年
度
に
つ
い
て

は
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
も
活

用
し
、
次
世
代
の
担
い
手
育
成

を
対
象
と
す
る
メ
ニ
ュ
ー
の
創

設
な
ど
、
補
助
金
の
さ
ら
な
る

拡
充
を
行
う
」
と
述
べ
た
。

被
災
者
遺
族
の
支
援
や
心
の

ケ
ア
の
継
続
に
つ
い
て
議
員
が

県
の
姿
勢
を
問
う
と
、
知
事
は

「
被
災
者
の
心
の
ケ
ア
や
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
再
生
は
、

中
長
期
的
な
対
応
が
必
要
。
災

害
公
営
住
宅
で
の
見
守
り
活
動

や
自
治
会
活
動
の
再
生
・
維
持

に
対
す
る
支
援
に
引
き
続
き
取

り
組
む
」
と
約
束
し
た
。

議
員
が
「
防
災
庁
誘
致
へ
の

決
意
を
聞
か
せ
て
ほ
し
い
」
と

求
め
る
と
、
知
事
は
「
県
内
市

町
村
と
連
携
し
な
が
ら
復
旧
・

復
興
に
取
り
組
み
蓄
積
し
た

知
見
は
、
防
災
庁
誘
致
の
強
み

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
国

の
動
向
を
注
視
な
が
ら
、
引
き

続
き
わ
が
県
へ
の
設
置
に
向

け
、
仙
台
市
と
連
携
し
て
積
極

的
に
働
き
か
け
た
い
」
と
話
し

た
。東

北
電
力
女
川
原
発
（
宮
城

県
女
川
町
、
石
巻
市
）
に
お
け

る
災
害
時
の
避
難
に
つ
い
て
、

議
員
が
「
福
祉
施
設
か
ら
の
避

難
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
、
関

係
者
間
の
協
議
の
場
の
設
置
を

県
主
導
で
制
度
化
す
る
べ
き

だ
」
と
訴
え
る
と
、
保
健
福
祉

部
長
は
「
避
難
元
と
避
難
先
の

施
設
間
の
や
り
と
り
な
ど
実
態

把
握
に
努
め
な
が
ら
、
防
災
訓

練
だ
け
で
な
く
施
設
や
関
係
自

治
体
に
お
け
る
平
時
か
ら
の
連

携
強
化
を
促
す
な
ど
、
避
難
体

制
の
構
築
を
推
進
す
る
」
と
答

え
た
。

産
業
振
興
や
観
光
分
野
に
つ

い
て
も
、
幅
広
く
議
論
が
展
開

さ
れ
た
。

「
東
京
圏
出
身
者
に
訴
求
す

る
テ
ッ
ク
系
ベ
ン
チ
ャ
ー
な
ど

へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
強
化
す
る

た
め
、
東
京
事
務
所
に
チ
ー
ム

を
設
置
し
て
は
ど
う
か
」
と
の

議
員
の
提
案
に
、
経
済
商
工
観

光
部
長
は
「
県
で
は
企
業
誘
致

を
加
速
さ
せ
る
た
め
、
テ
ッ
ク

系
ベ
ン
チ
ャ
ー
に
つ
い
て
は
２

０
２
５
年
度
に
東
京
事
務
所
と

連
携
し
た
首
都
圏
で
の
企
業
訪

問
を
始
め
て
い
る
。
情
報
通
信

業
に
つ
い
て
も

年
度
の
新
規

事
業
と
し
て
民
間
の
知
見
や
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
も
活
用
し
て
さ
ら

な
る
誘
致
に
結
び
つ
け
た
い
と

考
え
て
い
る
」
と
応
じ
た
。

議
員
が
「
地
域
経
済
を
支
え

る
中
小
事
業
者
へ
手
厚
い
支
援

を
」
と
求
め
る
と
、
経
済
商
工

観
光
部
長
は
「

年
度
予
算
に

お
い
て
デ
ジ
タ
ル
化
支
援
事
業

費
を
増
額
し
て
計
上
し
た
ほ

か
、
柔
軟
な
働
き
方
や
人
材
育

成
を
後
押
し
す
る
事
業
を
新
設

す
る
」と
具
体
策
を
提
示
し
た
。

観
光
振
興
策
と
し
て
、
議
員

が
「
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ラ
ン
ド
が

企
画
す
る
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ク
ル
ー

ズ
が

年
に
就
航
す
る
。
仙
台

港
へ
の
誘
致
に
向
け
対
応
し
て

は
ど
う
か
」
と
問
う
と
、
土
木

部
長
は
「
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ク
ル
ー

ズ
の
寄
港
は
大
き
な
話
題
性
と

と
も
に
高
い
経
済
効
果
が
期
待

で
き
る
。
高
い
関
心
を
持
っ
て

情
報
収
集
に
努
め
、
誘
致
の
可

能
性
を
検
討
し
た
い
」
と
述
べ

た
。国

特
別
史
跡
「
多
賀
城
跡
」

に
つ
い
て
「
政
庁
南
大
路
の
連

続
整
備
や
電
柱
の
地
下
化
は
復

元
の
機
運
を
高
め
る
と
思
う
が

ど
う
解
決
す
る
か
」
と
の
議
員

の
指
摘
に
は
、
教
育
長
が
「
来

訪
者
の
回
遊
性
や
景
観
の
向
上

を
図
る
上
で
重
要
だ
」
と
の
認

識
を
示
し
、
多
賀
城
市
と
連
携

し
な
が
ら
多
賀
城
跡
の
環
境
整

備
を
進
め
る
と
し
た
。

教
育
現
場
の
環
境
整
備
を
求
め
る
声

も
相
次
い
だ
。

中
学
校
に
お
け
る
部
活
動
の
地
域
移

行
の
進

し
ん

捗
ち
ょ
く

に
つ
い
て
議
員
が
尋
ね
る

と
、
教
育
長
は
「
２
０
２
８
年
度
中
に

全
て
の
公
立
中
学
で
休
日
の
部
活
動
を

行
わ
な
い
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
る
。

人
材
バ
ン
ク
を
活
用
し
、
地
域
ク
ラ
ブ

指
導
者
の
育
成
や
確
保
に
努
め
る
と
と

も
に
、
新
た
に
地
域
ク
ラ
ブ
の
運
営
費

補
助
な
ど
支
援
を
し
て
い
く
」
と
説
明

し
た
。年

４
月
に
開
設
予
定
の
「
広
瀬
ｉ

ｄ
ｅ
ａ
ｌ
（
ア
イ
デ
ア
ル
）
高
」
（
仙

台
市
青
葉
区
）
の
入
試
選
抜
に
つ
い
て

「
生
徒
の
個
性
や
特
性
を
尊
重
し
て
ほ

し
い
」
と
議
員
が
求
め
る
と
、
教
育
長

は
「
さ
ま
ざ
ま
な
背
景
を
有
す
る
生
徒

の
志
願
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
新

た
に
ｉ
ｄ
ｅ
ａ
ｌ
選
抜
を
導
入
し
、
面

接
等
を
通
じ
て
、
受
験
生
を
多
面
的
に

評
価
し
多
様
な
人
材
を
受
け
入
れ
た

い
」
と
述
べ
た
。

「
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
ネ
ッ
ト

ト
ラ
ブ
ル
が
深
刻
化
し
て
い
る
。
適
切

な
サ
ポ
ー
ト
が
で
き
る
人
材
の
育
成
が

必
要
だ
」
と
の
訴
え
も
あ
っ
た
。
教
育

長
は
「
情
報
通
信
技
術
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
の

利
活
用
に
関
す
る
研
修
に
お
い
て
情
報

リ
テ
ラ
シ
ー
を
取
り
上
げ
て
い
る
ほ

か
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
、
教
員

の
指
導
力
向
上
や
学
校
と
家
庭
の
連
携

強
化
を
図
っ
て
い
る
」
と
取
り
組
み
を

紹
介
し
た
。

デ
ジ
タ
ル
化
が
進
み
、
手
書
き
の
機

会
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
へ
の
懸
念
を

述
べ
た
議
員
に
対
し
、
教
育
長
は
「
自

ら
文
字
を
書
く
こ
と
は
情
報
を
整
理
し

思
考
力
を
高
め
る
重
要
な
活
動
。
ア
ナ

ロ
グ
と
デ
ジ
タ
ル
を
効
果
的
に
融
合
さ

せ
、
よ
り
深
い
学
び
に
つ
な
げ
た
い
」

と
話
し
た
。

教育環境の向上求める
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∂
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部
活
動
地
域
移
行

ア
イ
デ
ア
ル
高

ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
…

高
齢
者
福
祉

要
望
相
次
ぐ

保
健
福
祉
分
野
で
は
、
高
齢

者
向
け
の
福
祉
施
策
に
関
す
る

要
望
が
多
く
あ
っ
た
。

議
員
が
「
補
聴
器
の
早
期
活

用
は
、
認
知
症
予
防
や
社
会
参

加
の
促
進
に
も
つ
な
が
る
」
と

指
摘
す
る
と
、
保
健
福
祉
部
長

は
「
２
０
２
５
年
度
に
は
、
補

聴
器
相
談
医
に
よ
る
診
察
か
ら

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
、
デ
ー
タ
分

析
ま
で
一
体
的
な
体
制
構
築
の

支
援
を
開
始
し
、
市
町
村
の
補

聴
器
購
入
補
助
に
国
の
交
付
金

が
活
用
可
能
な
環
境
を
整
え

た
」
と
実
績
を
紹
介
し
た
。

目
の
健
康
維
持
へ
の
取
り
組

み
を
尋
ね
た
議
員
に
対
し
、
知

事
は
「
目
の
機
能
低
下
に
は
生

活
習
慣
や
低
栄
養
な
ど
も
関
係

す
る
た
め
、
県
で
は
運
動
の
習

慣
化
や
低
栄
養
の
割
合
低
下
に

向
け
、
生
活
習
慣
の
改
善
に
よ

る
目
の
フ
レ
イ
ル
予
防
に
も
力

点
を
置
い
て
い
る
」と
答
え
た
。

「
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地

域
で
暮
ら
し
続
け
る
に
は
在
宅

医
療
の
充
実
が
不
可
欠
だ
」
と

の
議
員
の
訴
え
に
、知
事
は「
効

率
的
な
医
療
提
供
体
制
の
確
保

に
向
け
て
市
町
村
と
連
携
し
、

看
護
師
が
自
宅
を
訪
問
し
、
医

師
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
診
療
す
る

事
業
の
普
及
に
も
取
り
組
ん
で

い
る
」
と
説
明
し
た
。

新
年
度
事
業
や
財
政
運
営
に

つ
い
て
、
知
事
の
思
い
や
姿
勢

を
問
う
質
問
も
多
く
あ
っ
た
。

県
が
重
点
項
目
に
位
置
づ
け

る
人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て
議

員
が
「
首
都
圏
の
若
者
に
直
接

働
き
か
け
て
本
県
へ
の
定
着
を

促
す
体
制
が
必
要
だ
」
と
訴
え

る
と
、
知
事
は
「
『
若
者
・
女

性
に
選
ば
れ
る
宮
城
』
に
向
け
、

２
０
２
５
年
度
は
各
部
局
の
若

手
・
女
性
職
員
を
中
心
と
し
た

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
施
策

の
検
討
を
進
め
て
き
た
。
次
年

度
は
『
（
仮
称
）
み
や
ぎ
フ
ァ

ン
ク
ラ
ブ
』
の
創
設
な
ど
新
た

な
取
り
組
み
に
も
着
手
す
る
」

と
し
、
全
庁
を
挙
げ
た
対
策
推

進
を
強
調
し
た
。

「
合
計
特
殊
出
生
率
が
１
を

切
る
状
況
。
ど
の
よ
う
な
対
策

を
講
じ
る
か
」
と
議
員
が
危
機

感
を
示
す
と
、
知
事
は
「

年

度
当
初
予
算
で
は
市
町
村
の
少

子
化
対
策
へ
の
支
援
拡
充
の
ほ

か
、
新
た
に
子
ど
も
や
若
者
の

意
見
を
聞
き
政
策
に
反
映
さ
せ

る
た
め
の
事
業
を
行
う
」
と
答

え
た
。

ま
た
、

年
度
の
名
目
県
内

総
生
産
が
過
去
最
高
を
更
新
し

た
こ
と
に
つ
い
て
議
員
が
受
け

止
め
を
尋
ね
る
と
、知
事
は「
富

県
宮
城
の
実
現
に
向
け
た
も
の

づ
く
り
産
業
振
興
施
策
の
積
み

重
ね
が
経
済
成
長
に
大
き
く
貢

献
し
た
。
人
口
減
少
下
に
あ
っ

て
も
県
内
総
生
産

兆
円
を
安

定
し
て
維
持
で
き
る
よ
う
ま
い

進
す
る
」
と
力
を
込
め
た
。

「
次
世
代
に
過
度
な
負
担
を

残
さ
な
い
た
め
の
強

き
ょ
う

銒じ
ん

な
財
政

の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い

て
ど
う
考
え
る
か
」
と
の
議
員

の
質
問
に
、
知
事
は
「
今
後
の

経
済
情
勢
に
よ
っ
て
は
予
断
を

許
さ
な
い
厳
し
い
財
政
状
況
だ

が
、
各
種
財
政
指
標
を
用
い
て

財
政
状
況
悪
化
の
予
兆
を
捉

え
、
早
期
に
改
善
策
を
講
じ
る

な
ど
取
り
組
み
を
着
実
に
推
進

し
た
い
」
と
述
べ
た
。

知
事
が
６
期
目
の
公
約
に
掲

げ
る「
ロ
ー
コ
ス
ト
ア
リ
ー
ナ
」

構
想
に
関
し
、
議
員
が
そ
の
効

果
や
課
題
を
問
う
と
、
知
事
は

「
海
外
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
公
演

も
招
致
可
能
な
規
模
の
ア
リ
ー

ナ
開
設
は
交
流
人
口
の
拡
大
や

地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る
。
一

方
で
建
設
費
高
騰
や
稼
働
率
の

確
保
な
ど
の
課
題
も
あ
り
、
事

業
の
成
立
可
能
性
を
調
査
・
検

討
し
て
い
る
」
と
述
べ
た
。

２
月
定
例
会
の
本
会
議

決 議 １件

○地方税財源の充実確保を求める意見書

○地方の福祉人材確保の取組に向けた財政措

置を求める意見書

○太陽光発電設備の適正な廃棄処理及びリサ

イクル推進に関する意見書 他

○令和８年度宮城県一般会計予算

○令和７年度宮城県一般会計補正予算

○地域未来基金条例

○宮城県立劇場条例

○職員定数条例の一部を改正する条例

○県行政に係る基本的な計画の変更について

宮城県国土利用計画

○食の安全安心の確保に関する基本的な計画

の策定について

○県行政に係る基本的な計画の策定について

宮城県消費者施策推進基本計画

○専決処分の承認を求めることについて（令

和７年度宮城県一般会計補正予算）

○教育委員会教育長の任命につき同意を求め

ることについて 他

○北朝鮮による日本人拉致問題に対する理解

を深めるための広報啓発を推進する決議

発 議 ３件

○県議会議員の議員報酬等に関する条例の一

部を改正する条例

○宮城県議会会議規則の一部を改正する規則

○宮城県議会の保有する情報の公開に関する

条例の一部を改正する条例

意見書 ７件

可決・承認・同意した
知事提出議案 件

又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又俣
末
末
末
末迄 又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又 沫

末
末
末
末

抹
※議案等に対する各議員の表決状況につい

ては、県議会ホームページに掲載している

ほか、議会図書室で閲覧できます。

〈
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